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2 Frankena(1973, pp. 109-110)を参照せよ。 
3 この次元での価値相対主義については、井上（1986、10－22 頁）による極めて説得的と
思われる反論がある。また、宇佐美（1986，32－36 頁）をも参照のこと。 















































































































                                                                                                                                                    
を含むが）第一義的には、ハイエクの議論を念頭に置くものとする。 
9 平等主義的自由主義の文献としては、代表的なものとして Rawls(1971),    

















































































































                                                   
16 Hayek(1976)などを参照せよ。 










































































                                                   











































































                                                   
24 適応的選好形成の問題は、Elster(1983)が強力に主張している。なお、この論点の重要性
については、宇佐美誠氏の御指摘を得た。 
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